
住
民
へ
の
防
災
情
報
の
配
信

は
、
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

だ
け
で
な
く
多
様
な
メ
デ
ィ
ア

が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

全
国
の
自
治
体
で
も
伝
達
手

段
の
多
様
化
・
整
備
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
屋
内
（
宅
内
）
に
い
る
住

民
へ
情
報
伝
達
を
い
か
に
確
実

に
行
う
か
が
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
答
弁
要
旨
●

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
の
十
一
月
に
市
内
全
自

主
防
災
会
に
配
布
し
、
お
よ
そ

半
年
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
団
地
な
ど
堅
牢

な
建
物
や
郊
外
部
で
は
受
信
し

づ
ら
い
地
区
が
あ
る
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
現
在
、
そ
の
改
善

策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問
の
二
八
○
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
を

利
用
し
た
新
型
防
災
ラ
ジ
オ
に

つ
い
て
は
、
電
波
の
回
り
こ
み

特
性
や
建
物
へ
の
浸
透
力
が
強

い
く
、
従
来
の
防
災
ラ
ジ
オ
で

使
用
し
て
い
る
六
○
Ｍ
Ｈ
ｚ
の

周
波
数
帯
と
比
べ
、
近
年
の
気

密
性
が
進
ん
だ
集
合
住
宅
な
ど

の
屋
内
で
も
受
信
し
や
す
い
特

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市

の
電
波
出
力
が
○
・
五
Ｗ
に
対

し
て
、
一
○
○
Ｗ
の
電
波
出
力

に
よ
り
送
信
局
一
基
あ
た
り
、

半
径
約
三
○
㎞
に
電
波
を
届
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
新
型
防
災
ラ
ジ
オ
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政
無

線
シ
ス
テ
ム
と
は
別
の
衛
生
通

信
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

か
ら
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
改
修
の
影
響
を
受
け
な

い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
茅
ケ
崎

市
等
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

改
修
時
期
と
費
用
及
び
今
後

の
予
定
、
方
針
に
い
て
。

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、

昭
和
五
十
九
年
の
運
用
開
始
以

来
、
約
三
○
年
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
や
今
後
交
換
部
品
の

手
配
が
難
し
く
な
る
と
い
っ
た

課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
無
線
設
備
規
則
の
改

正
に
伴
い
、
現
在
使
用
し
て
る

ア
ナ
ロ
グ
機
器
の
規
格
の
使
用

期
限
が
、
平
成
三
十
四
年
十
一

月
三
○
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
降
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

含
む
新
規
格
に
適
合
し
た
設
備

に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
改
修
時
期
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
状
況
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

改
修
費
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
防
災

行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
場
合
、
地
形
や
障
害

物
な
ど
を
考
慮
し
て
、
ス
ピ
ー

カ
ー
設
置
場
所
か
ら
の
音
の
伝

わ
る
範
囲
を
調
べ
る
音
達
エ
リ

ア
調
査
を
始
め
、
電
波
伝
送
調

査
、
市
役
所
内
の
親
局
及
び
百

二
十
八
か
所
の
子
局
の
外
部
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
設
備
、
公
共
施

設
内
の
戸
別
受
信
設
備
の
整
備

費
用
と
し
て
、
総
額
で
約
五
億

円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

○
改
修
費
用
は
莫
大
な
金
額

に
な
り
ま
す
。
効
率
的
な
情
報

伝
達
方
法
を
模
索
し
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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テ
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★
図
書
館
建
設
の
具
体
的
化
★

○
現
図
書
館
本
館
は
、
敷
地

面
積
が
約
二
千
四
百
㎡
、
延
べ

床
面
積
が
約
二
千
六
百
㎡
と
狭

隘
で
あ
り
、
上
尾
市
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
二
十
三
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
快
適
空
間
」

を
具
現
化
す
る
こ
と
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
新
図
書
館
の
整
備

が
第
５
次
上
尾
市
総
合
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
仮
）
中
央
図
書
館
の
建
設
場

所
に
つ
い
て
は
、
延
べ
床
面
積

五
千
㎡
程
度
、
駐
車
場
百
台
程

度
の
規
模
の
図
書
館
の
建
設
が

可
能
で
あ
る
、
上
平
公
園
西
側

の
土
地
（
バ
ス
通
り
に
面
し
た

上
平
公
園
北
口
導
入
路
の
南
側

約
七
千
㎡
）
を
選
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
二
十
六
年
度
当

初
予
算
に
、
土
地
の
測
量
経
費

と
と
も
に
、
図
書
館
の
機
能
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く
た
め

懇
話
会
の
設
置
経
費
を
計
上
し

ま
し
た
。

路
面
標
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
き
く
分
け
て
道
路
管
理
者
で

あ
る
国
、
県
、
市
町
村
が
所
管

し
て
い
ま
す
車
道
の
通
行
区
分

を
示
す
「
車
道
外(

し
ゃ
ど
う

が
い)

側
線(

そ
く
せ
ん)

」
・

「
車
道
中
央
線
」
な
ど
の
「
区

画
線
」
と
、
都
道
府
県
公
安
委

員
会
が
所
管
し
て
い
ま
す
規
制

を
示
す
「
停
止
線
」
、
「
横
断

歩
道
」
、
な
ど
の
「
道
路
標
示
」

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
法
、
道
路
交
通

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
路
面
標

示
以
外
に
も
、
道
路
管
理
者
が

法
定
外
で
設
置
し
て
い
る
「
止

ま
れ
」
や
「
と
び
出
し
注
意
」

な
ど
の
文
字
で
道
路
事
情
に
合

わ
せ
て
、
注
意
喚
起
を
促
し
安

全
対
策
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

指
摘
さ
れ
た
、
消
え
か
け
て

い
る
区
画
線
や
路
面
標
示
に
つ

い
て
は
、
交
通
車
両
や
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
に
大
変
重

要
な
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
守
点
検
の
時
期
と

周
期
に
い
て
は
、
路
面
標
示
の

耐
久
年
数
が
、
道
路
状
況
に
よ

り
一
定
で
は
な
い
為
、
市
所
管

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
整

備
担
当
部
署
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
巡
回
・
パ
ト
ロ
ー
ル
や

通
報
等
に
よ
り
緊
急
度
、
危
険

度
の
高
い
箇
所
か
ら
順
次
修
繕

を
実
施
し
、
公
安
委
員
会
・
国
・

県
の
所
管
の
も
の
に
い
て
は
、

関
係
諸
機
関
と
の
調
整
を
図
り
、

適
切
な
管
理
を
要
望
し
て
い
ま

す
。今

後
も
、
巡
回
・
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
交
通
安
全
対
策
に
、

よ
り
一
層
の
対
策
を
講
じ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
公
共
施
設
白
書
」
と
は
、

市
が
設
置
し
て
い
る
公
共
施
設

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
、

資
産
の
状
態
・
運
営
状
況
（
サ
ー

ビ
ス
）
・
維
持
管
理
費
用
（
コ

ス
ト
）
と
い
っ
た
情
報
を
一
元

的
に
集
約
し
、
種
類
や
地
域
な

ど
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
を
加

え
た
報
告
書
で
す
。

今
後
の
公
共
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
を
行
う

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
中
で
、
こ
れ
ま

で
整
備
し
て
き
た
資
産
の
大
量

更
新
・
改
修
時
期
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
人
口
減
少
等

に
よ
り
公
共
施
設
の
利
用
需
要

が
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
公

共
施
設
の
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、
長
期
的
な
視
野
を
も
っ
て
、

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準

化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
践
に
向
け
て
、
今
後
、
本
市

で
は
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
計
画
」
及
び
「
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計
画
」

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

「
基
本
計
画
」
は
、
長
期
的
視

点
か
ら
公
共
施
設
に
関
す
る
市

の
全
体
方
針
と
位
置
づ
け
、
本

白
書
で
示
し
た
基
本
原
則
を
具

体
化
す
る
た
め
の
基
本
方
針
や

施
設
種
別
ご
と
の
方
向
性
を
整

理
し
、
施
設
再
編
や
長
期
保
全

に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
ま
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民

参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
幅
広
い
議
論
を
可
能

と
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
「
実
施
計
画
」
は
、

短
期
的
視
点
に
立
ち
、
直
近
で

必
要
と
な
る
施
設
の
整
備
・
再

編
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
な
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
行
財
政
三
か
年
実
施

計
画
・
予
算
編
成
と
連
携
し
つ

つ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
計
画
の
進
捗
管
理
を
行
い
な

が
ら
、
施
設
の
適
正
化
・
適
量

化
を
図
り
ま
す
【
白
書
抜
粋
】
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公
共
施
設
白
書
完
成

仮
称
中
央
図
書
館
の
建
設

消
え
か
け
て
い
る

道
路
区
画
線
に
つ
い
て

消えた路面標示


